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吾
等
が
母
校
、
第
五
高
等
學
校
は
、
昭
和
二
十
五
年
三
月
を
以
て
、
名
残
惜
し
く
も
、
終
焉
の
幕
を
閉
ぢ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
ぬ
だ
に
龍
南
の
追
憶
に
浸
っ
て
居
た
同
窓
會
員
が
、
こ
れ
く
ら
ゐ
郷
愁
を
覺
え
る
も
の
は
、
恐
ら
く
無
い
で
あ
ら
う
。
永
い
間
、
春
の
訪
れ
は
龍
南
よ
り
、
と
咲
き
誇
っ
て
居
た
”
サ
イ
ン
・
カ
ー
ヴ
“
（
柾
鋪
迩
の
山
櫻
も
、
年
を
經
て
痛
く
疎
ら
に
な
っ
た
。
昔
は
、
夏
目
教
授
の
”
粟
み
の
る
畠
を
貸
し
て
敷
地
な
り
“
（
辨
葬
窪
辮
琿
）
の
や
う
に
、
贋
と
と
し
た
畑
で
あ
り
、
昭
和
の
初
め
に
は
？
蹴
球
な
ど
の
運
動
場
に
な
り
、
大
戦
中
は
、
ま
た
甘
藷
畑
に
な
っ
た
り
し
た
”
東
光
原
“
に
は
、
熊
本
大
學
一
般
教
養
部
の
一
一
階
建
が
立
ち
並
び
、
”
大
津
街
道
”
沿
ひ
の
學
生
部
が
、
“
東
光
會
館
”
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
辛
う
じ
て
そ
の
名
を
留
め
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ
。
”
龍
南
人
“
と
共
に
育
っ
て
來
た
、
享
亭
た
る
数
百
の
松
も
、
墨
の
た
め
に
枯
れ
て
は
伐
ら
れ
、
残
り
少
く
な
っ
た
。
世
に
も
稀
ら
し
い
車
廻
し
の
中
の
蘇
鐵
は
、
年
毎
に
育
っ
て
居
り
、
本
館
の
赤
煉
瓦
の
色
こ
そ
、
七
十
年
後
の
今
も
な
ほ
鮮
か
で
は
あ
る
が
、
階
上
は
、
法
文
學
部
の
第
一
研
究
室
と
な
り
、
階
下
の
教
室
も
、
日
頃
ま
こ
と
に
靜
か
で
、
往
年
の
比
較
に
な
ら
ぬ
。
習
學
寮
も
、
法
文
學
部
の
第
一
一
・
第
一
一
一
研
究
室
や
、
教
育
學
部
の
研
究
室
乃
至
教
室
と
な
っ
て
、
部
屋
部
屋
に
は
、
わ
か
う
ど
の
姿
も
見
え
ぬ
。
春
と
も
な
れ
ば
、
武
夫
原
頭
に
草
は
萠
え
る
が
、
夏
が
來
て
も
、
月
見
草
の
影
だ
に
な
い
。
兄
弟
の
誼
あ
る
理
學
部
も
、
一
部
は
巳
に
道
を
隔
て
た
工
學
部
内
に
移
り
、
そ
の
跡
は
、
教
育
學
部
に
使
用
さ
れ
て
居
る
が
、
何
れ
は
す
べ
て
同
學
部
の
教
室
と
も
な
り
、
實
鹸
室
と
も
な
る
ま
へ
が
き
―
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註
一
、
、
、
、
、
惟ふに、五高五十年史を著した頃の母校は、勿論天下の五高であ・り、私の年も、不惑を越したばかｈソで、一一一一□ひ知らぬ
務を胸に湛へては、おのづと筆も伸びて、途に六百頁の大冊になってしまった。その總説には次のやうに書いて居る。（鮒驍）
第五高等學校五十年史の編纂は、何の爲に企てられたのであるか。有形に無形に常に本校の現在に活きて、之を動かし
てゐるところの過去を再検討して断えず何等かの新計聲を樹立すべき未來に對して、適切妥當なる資料を提供せんとす
るに外ならぬ。（中略）本校の歴史は、軍り本校のみの歴史ではなく、之を大にしては、本邦教育史の一部として成り
立つべきは一一一一口ふまでもない。更に之を地方的に見れば、熊本杏九州に於ける教育界の中心を爲してゐたものである。
（中略）而して本校は、その古城の假校舎たる、熊本としては、文教史上由緒深き虚であるばかりでなく、敷地の選定
に至っても、多くの候補地があ・り、各方面より誘致運動があったにも拘らず、現在の龍山白水の間を決定したのは、恂
・
、
、
、
、
、
に先見の明があ’り、百年の大計を樹立したものと謂ふべきである。全國の學園中、我が龍南の如き●ものが、果して幾つ
で
あ
ら
う
。
こ
と
し
かくて今絃一一一十一年の五月、同窓會本部の理事會に於て、”五一局創立七十周年記念會“が成立し、その事業の一部とし
て、會員名簿の新刊、七十年史の編著等が定まり、それ等の繪當を、数ならぬ不肯に彊屡された。まことに光榮ではある
が、正直のところ、五十年史の頃に比べて、はるかに精力も裏へ、校運もその後次第に傾き、遂に消え去った今となって
は、”名簿の整備は必要だが、校史の再稿は何の爲に？“と問はれても、即答すら出来ないのが、私の心境である。實に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も百年の大計と、自他共に許した天下の五高とまで扶を別たうなどとは、誰か夢想だにしたことだらう！
吾等の五高は、母禮となって、法文學部、理學部、及び一般教養部を産み出したとは云ふものの、その賞、百年はおろ
か古稀にも達しないで、後進ならぬ大學に道を譲ってしまった形になる。それ故、五十年史以後一一十五年までの史實を、
ま
へ
が
き
一一一
烏兎勿勿三十餘年の間、一日の如く通ひ績けて來た母校が、日に月に姿を愛へてゆくのを眺めては軽馬齢既に耳順を蹄
えながら、うたた感傷的にならざるを得ないのは、私一人のことだらうか。
さ
い
か
い
し
ゃ
う
き
龍田山の松の翠も、今は見るに由なく、偶には夜深けなど、”それ西海の一聖地”、”正氣ありてぞ日の本の”、と寮歌
、
、
、
、
、
、
、
、
”武夫原頭“を、高らかに歌ふ鑿を耳にする。然しながら、昔の”せいかい“がいつの間にか”さいかい“に愛って居る
、
、
、
、
せ
い
き
のは、”習學寮“生活の經験を右たい者の現状であり、”しやうき“に至っては、筍くも大學生にして、“正氣“の何物
なるかも知らないで濟まされる世相の一面でもあらう。
今から老へると、當時こそ、わが龍南のクライマックスであったやうな氣がしてならぬ。然るに、爾來十年を經て、一一
十二年一一一月、學制の大改革が行はれ、その爲に、五高同窓會を以て、”熊本大學法文學部理學部創設後援會“が組織され
ると、ゆくりなくも、その賞行委員長を委ねられた。しかも竹内會長突然の輔任後は、責任を感じて東奔西走、日日夜夜、
己が無能を卿つ幾歳かもあったのである。
註二
あるであらうか。少くとも高等學校中に於ては、創立富時に在りては勿論、現在に於ても、他の追随を容さ」ぬところが
註一一一
あることは、天下周知の事實である。（中略）二年の歳月と、十萬の資財とを費して竣工せる龍南の新校はその輪英の
美に於ても、その内容の整へることに於ても、文字通りに九州最高の學府たるに恥ぢざるものであった。殊に、五寓一
千餘坪の地域に至りては、當時天下にその例少く、従って、移輔開校直後に於ける龍南は、意氣正に天を衝くの櫛があ
つ
た
の
で
あ
る
。
云
云
龍
南
へ
の
郷
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I
由來、歴史は、書き改めらるべきものである。五十年史と七十年史とは、その間一一十年に過ぎないが、時代は一愛し、殊
に憲法も全く改まったので、既記の史實も、この際一應再検計さるべきことは心得て居る。さりながら、同窓會の一小編
著に於ては、今更、學制改革の當否、母校育英の功過等、輕としく批判すべきものでなく、事實を端的に直筆し、折に鯛
れては、論賛ならぬ井蛙蕪雑の感懐を寄せるくらゐのものだと考へ、昭和十一一月までは、五十年史と重複するが、巳むを
、
、
、
得ないので、概して薑稿の内容を要約補正し、時には節略輔記するに止めたい。終戦前後に就いては、初草でもあるので、
特筆詳記すべきであるが、時間と資料の都合上、是亦已むを得ず、編年鵠を用ひて淡淡と平紋するつもりなので、時には
随筆を加へ、間と又薑師・同窓の珠玉を挿んで、いささかなりと、内容の貧寒を温め、行文の晦澁を潤すことにした。
又惟ふに、記念會編纂の五十年史は、事實學校の依嘱であった爲に、各種の資料も必要であったが、本稿は全く同窓倉
の野乘であり、軍なる追憶の黙描に過ぎないので、五十年史に記した諸般の規則や、綿密な統計・圖表などは、巻末にそ
の頃目だけを列記して、参考に供するつもりである。
ｌ
◇
ｌ
◇
ｌ
註四
是に於てか、慣れぬ記述の便宜に従って、『まへがき』に筆を起し、次に、明治一兀年以後、高等中學校令の公布までを
略述して、之に『｜、創立以前』と題し、》次に、一一十年、第五高等中學校創立以後、一一十七年までを、『一一、高中時代』、
次に、一一十七年、第五高等學校と改穂以後、大正七年までを、『一一一、高校前期』、次に、同八年、新制度施行以後、昭和十
一一年、開校第五十年までを、『四、高校中期」、その後一一十五年までを、「五、高校後期』と爲し、それに、『むすび』を添
●
へる一」とにした。それもただ、五高の五と、七十年の七の数にあやかりたいばかりで、潤断管見の非難も必ずあるとは恩
■
ｆ
ｂ
Ｌ
』〆曳乙匝『〃回●●．●●●
ともあれ、天下の五高の教員を以て白から任じ、他からも許されて居た者が、世間から認識すらされないほどの大學の
教員となって、何の衿侍があり得よう。かくして、失意と希望との矛盾に低梱して居るのが、偏らざる筆者の告白である。
この意味に於て、五高七十年史は、全く先入主の無い第三者に依って書かるべきであった。けれども、それは容易な業
ではなく、又、急の間に合ふものでもない。困ったものである。
ｌ
◇
Ｉ
◇
Ｉ
天下の五高は、天下の大學を豫想されて居た。云はぱ、東京・京都・東北・北海道・九州の薑五帝國大學に準ずべき權
、
、
、
、
一
威を、夙に有って居たばかりでなく、明治一一十七年、第五高等學校と改穂された當時に於て已に、”地方大學“の名すら
行はれて居た位である。従って、私自身も、一時噂にも上って居たやうに、大學本部も、赤煉瓦の本館に置かれ、法文學
部の如きは、法學科を主要として、將來大學院を有する、權威ある總合大學の一部となることを期待して居り、各地の同
窓會の席上に於ても、その事を宣傳し、法學科書籍購入のためには、特別の支援を乞うたほどである。
然るに、大學になることが決ると、吾等の母校は、その過程として、”熊本大學第五高等學校“と云ふ名穗すら與へら
れ、出來上ってみると、六學部を含む總合大學の形だけは備へたが、昔の専門學校と似て非なる地方一縣の大學の、而も
豫期に反して、少くも人事の面に於ては、文學科に重鮎を置く一學部になって了った。敢て端的に申せば、昇格どころか、
純落して了ったと云ふ感じがしてならない。
龍
南
へ
の
郷
愁
四
其績篇として詳述すれば、事は足りるや》フにも老へられる。それにも拘らず、ここに敢て七十年を回顧記念するのは、禁
じ得ざる郷愁を、一人でも多くの同窓と共にしたいからである。
ま
へ
が
き ｌ
◇
１
１
◇
Ｉ
０
五
龍
南
へ
の
郷
愁
一ハ
従って、五十年史に於ては、習學寮や龍南會に關する事は、すべて各別に記したが、習學寮史正・綾も刊行されて居る
ので、なるべく重複を避け、五十年式典のために纏めた”編年沿革略“並に五十年史のために作った”任命順職員在勤年
表附索引“を補正して附録と爲し、幾分なりと拙著の粗略を償ひたいと考へる。故にもし、沿革略にその片鱗を示したや
うに、校・寮・會の一一一史を三欄に分けて、詳細に對照表示すると共に、或は”龍南會雑誌“を引用し、或は薑師・同窓の
玉什を以て飾る人があったら、ここに始めて、片影素描の域を脱して、三位一艦としての龍南の全影眞貌が描かれること
に
な
る
で
あ
ら
う
。
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註四
高高冒玉一一一
至自
栃木１１４熊本8,783昭明
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石川９０大分2,711二一宮城８５長崎2,644年年
北海道７５佐賀2,606本
霜島７３山ロ1,357籍
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制度の上からすると、
（鞘Ⅶ齢一一十才｜騨
（錨Ⅷ齢一一什一」弊
（鶏瑳鈍孵
翁鰍矼發什玩騨
明治二十年一月二十二日、米穀一石、熊本市一一一軒町、四圓七十銭、一月十一一一日、牛肉上一斤、八銭、下五銭、四月二十九日、鶏
肉百匁、十一一一銭、鶏卵一個、九厘、等から考へると、米の如きは、約二千倍に當り、一坪二十五銭六厘彊であった土地に至りて
は、恐らく一一萬倍以上になって居るので、それだけでも一一一億圓を下るまい。本館一一百八十四坪餘には、一一萬五百四回二十二銭二
厘を費して居るので、坪七十一一圓十九銭糧となり、恐らく三千萬圓前後に相富するであらう。
而して十萬圓の中、八萬圃を、縣會の議決に依って、地方税より支出し、（六萬圓は二十年度、二萬圓は二十一年度）｜萬圓を
蓄藩主細川護久侯より、残りの一萬圓を地方有志の寄附に依った。曾て私が、戦災に焼失した蕾縣蟻の地下室で探し出した時の
メモに從へぱ、熊本縣公文類慕第八類雑件第五高等中學校寄附金納附簿には、二十一年十月二十六日より、一一十一一一年十月二十六
日
ま
で
に
納
付
と
な
っ
て
居
る
。
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通
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な
る
。
高
等
科
制
（
大
正
八
・
九
・
十
年
は
、
大
學
豫
科
・
高
等
科
併
置
）
本科制（本制・豫科・補充科併置）
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